
 

 

(2) まちづくりの課題 
 保土ケ谷区は、商業・業務や行政サービス機能

などが集積している低地部と、住宅地としての性

格が強い丘陵部とが補完し合って成り立ってい

ます。 
区民の暮らしは、保土ケ谷区固有の地理的位置

や地形などの要因に、人口減少・高齢化社会の到

来や防災性向上の必要度増大などいくつかの社

会的環境の変化が加わり、次のようなまちづくり

の課題としてあらわれています。 
 
① 土地利用の課題 

保土ケ谷区では高齢化が進んでおり、人口は

平成37年をピークとして今後減少することが

想定されます。このことから、人口規模・構成

にあわせ、住み続けられる良好な住宅地の維持

が必要です。 

さらに、DIDの拡大を抑制し、市街地のコン

パクト化を図ることも重要といえます。 

区心部である星川駅、天王町駅及び保土ケ谷

駅周辺については、中心市街地としてのにぎわ

いが決して十分とは言えず、商業業務拠点にふ

さわしい環境と住環境の両立が求められます。 

一方で、区内に残る山林・樹林地や、市街地

に隣接した農地については保全が必要です。 

さらに、今後は神奈川東部方面線整備事業の

進展や、相模鉄道本線星川駅～天王町駅間の連

続立体交差化、及び沿線におけるまちづくりを

ふまえた土地利用の検討が必要です。 

 
② 都市交通の課題 

区内の都市計画道路の整備率は48.8%（平成

30年３月現在）と低く、幹線道路の一部では慢

性的な渋滞が発生していることを念頭に、財政

状況や社会情勢の変化をふまえた効率的な道

路ネットワーク形成の検討が必要です。 

鉄道についても、鉄道と他の交通手段との円

滑な乗継など、誰もが使いやすい交通ネットワ

ーク形成のため、交通広場の整備など更なる交

通結節機能の向上が求められます。 

また、低地部と丘陵部を結ぶ区域に多く見ら

れる狭あい道路は、日常的な移動のみでなく、

緊急時の活動にも支障が大きいため改善が必

要です。 

駅周辺のまちづくりや、地域道路の実情に合

わせた歩行者・自転車の通行空間の確保・充実

が必要であるとともに、身近な地域道路への通

過交通の流入抑制が必要です。 

 

 

 

 

③ 都市環境の課題 

河川については、中流域での更なる親水性の

向上や生態系に配慮した保全が必要です。 

また、農地・樹林地などの緑被率は減少傾向

にあり、公園が充足していない地域もあること

から、残された緑の保全に加え、市街地を中心

に新たに緑を創出していくことが求められま

す。 

さらに、地球温暖化やヒートアイランド現象

の緩和・生物多様性の保全に向けて、環境に配

慮した都市づくりや、環境にやさしいライフス

タイルを支えるまちづくりを行うことが必要

です。 

 
④ 都市の魅力の課題 

帷子川・今井川や市内唯一の渓谷である陣ケ

下渓谷などの自然景観や、旧東海道関連の遺跡

や建造物、洋館付き住宅などの歴史的資源を保

全し、これらを生かした景観形成や、地域資源

を生かした魅力向上が必要です。 
 
⑤ 都市活力の課題 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らす

ことができ、元気に活動できる都市空間を地域

ごとに形成することが必要です。 
しかし、高齢化率が相対的に高い既成市街地

では、コミュニティの活力を維持することが困

難となっています。 
天王町駅、保土ケ谷駅周辺で求められる商

業・業務機能の充実、星川駅周辺の公共・文化

機能の充実や、身近な生活を支える駅前商業空

間の活性化が必要です。 
さらに、広域的なスポーツ施設の活用促進な

ど、地域特性及び地域資源を生かした活性化が

必要です。 
 
⑥ 都市防災の課題 

既成市街地には、狭あい道路が多く、建物の

老朽化が進んでおり、防災性の向上が必要です。 

近年は、下水道雨水幹線整備の基準である従

来の水害対策の想定（時間50～60ミリの降雨）

の計画を超える大雨が頻発しているため、ハー

ド・ソフトの両面から市街地等での浸水対策や

土砂災害対策などの対応が必要です。 

また、人口減少による共助の担い手不足へ対

応することが求められるとともに、防犯面では、

空地・空家の増加などを見据えた、安全・安心

な住環境の維持が必要です。 

Ⅱ 目標とする将来都市像

１ まちづくりの目標

保土ケ谷区は、商業・業務や行政サービスなど

の多様な都市機能が集積している低地部と、住宅

地としての性格が強い丘陵部とが補完し合って

成り立っていることから、まちづくりの目標を、

市の中心部に近い立地を生かし、

自然や歴史などの魅力を大切にした

いつまでも住み続けたいまち

とします。

この目標をまちの成り立ちに対応させて、さら

に以下の目標を立てました。

①丘陵部では、丘を単位とした身近な地域の生活

環境が豊かに維持された暮らしやすいまち

②低地部では、多様な都市機能が集積し拠点性が

強化された、にぎわいを創り出すまち

③丘陵部と低地部及び周辺の拠点とがまとまり

とつながりをもった、均整のとれたまち

④保土ケ谷のもつ魅力が再認識され、区民によっ

て保全・育成されるまち

⑤災害に強く、防犯性の高い、区民が安全・安心

に暮らせるまち

将来都市像 模式図
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２ 将来のまちの構成  

「まちづくりの目標」の実現に向けて、将来のまちの基本となる構成を次のように設定します。

 
(1) 市街地の構成 

市街地を丘陵部と低地部に分け、それぞれの成

り立ちや現況を踏まえた暮らしの環境整備を目

指します。 

丘陵部は良好な住宅地とし、低層住宅地あるい

は中高層住宅地を中心とする住環境の維持・向上

を図ります。 

低地部は複合的な市街地とし、様々な都市機能

の集積を図ります。 

区内の駅周辺を区民の公共的な空間として利

用できるよう、機能の向上を図ります。 

星川・天王町・保土ケ谷駅周辺を区の中心部（区

心部）として位置づけ、業務、商業、文化、交流

及び行政機能等が複合した、つながりのある一体

的なまちとします。 

上星川・和田町駅周辺は、それぞれ日常的な買

物や生活サービス、交流機能をもった身近な生活

拠点とします。 

西谷駅周辺は、神奈川東部方面線の開業に伴い、

東京都心方面への分岐駅として駅及び駅周辺の

交通基盤の強化を図るとともに、都市機能の集積

を図ります。 

丘陵部などの住宅地においては、地域の日常的

な生活を支える商店街を中心とした近隣拠点の

維持と利便性の向上を目指します。 

北東部の峰沢方面は、神奈川東部方面線羽沢駅

（仮称）周辺整備とあわせて、適切な都市機能を

導入するなど将来構想について検討します。 

 
(2) 交通の軸 

道路は、国道１号線、国道16号線及び環状２号

線が骨格となり、区を縦横に通る自動車専用道路

とあわせて、区内から広域への移動と、市域中央

部での円滑な交通の流れを担っています。 

鉄道は、ＪＲ横須賀線、相模鉄道本線、市営地

下鉄及び新たに開業する神奈川東部方面線によ

り、東京都心部と結ばれ、さらに、横浜環状鉄道

の整備によって、より選択性のある鉄道交通体系

を生み出します。 

 
(3) 水と緑と歴史のトライアングル 

帷子川沿いの親しみのある水辺、旧東海道と今

井川沿い、区西部の尾根筋に点在する緑を結んだ

ほどがや緑の軸によって構成される３つの軸を、

潤いとやすらぎを与える「水と緑と歴史のトライ

アングル」とし、区民のみでなく誰からも親しま

れる魅力ある空間を形成します。 
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